ご 注意 
@ 本 プロ グラ ム を 使用 する 際 、 下 記 の 点 を ご 注意 下さ い 。 
O 使 用 後 は 必ず も と の ケー ス に も ど し て 下さ きい 。 
O デ ィ ス ク 、 テ ー プ の 磁性 面 に は 手 を 触れ な いで 下さ い 。 
Oo 磁 気 を 近づけ な いで 下さ い 。 
6 折 曲 げ 、 衝 撃 は 避け て 下さ い 。 


ROM の 場合 
O 必 ず 本 体 の 電源 も OFF に し て か ら カ ー ト リッ ジ を 抜き 差 
し し て 下さ い 。 
Oo 絶対 に 分 解 し な いで 下さ い 。 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 、 テ ー プ の 場合 
の O フ ロッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ 、 デ ー タ レコ ュー ダ は 各 メ ー 
カー 指定 の 純正 品 を 必ず ご 使用 下さ い 。 それ 以外 は 保証 
し か ね ます 。 ま た 、 デ ー タ レコ ュー ダ の リモ ー ト 端子 を 必 
ず 接 続 し て 下さ い 。 
この ソフ トウ ェ ア を 権利 者 の 許諾 な く 賃 貸 業 に 使用 する こと 
を 禁じ ます 。 ま た 、 無 断 で 複製 する こと は 法律 で 禁じ られ て 
まず ず 。 


@ お 問合せ に つい て は 、 同 封 の アン ケー ト は が き 、 ま た は 官製 
は が き に て お 願い 致し ます 。 (電話 に よる お 問合せ は ご 遠 護 下 
さい ) 

@ ま た だ た 、 万 一 正しく 作動 し な い 場 合 は 、 お 手数 で す が ッ フト 不 
良 の 状況 、 お 手持 ちの 機種 (MSX の と き は 、 メ ー カ ー 名 及び 


型番 ) を 調査 の 上 、 お 買い 求め に な られ まし た お 店 に 御 相談 
下 き い 。 
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韻 : 心 気 高 き も の よ 。 我 等 の 国 は 、 想 像 を 絶する 
危 難 に も 使 まる 勇 挿 な 英雄 の 到来 を 待ち 望む 。 天 
より 降り か か り し 笑 /) こ より 、 こ の 国 は 苦 償 の 底 に ある 。 
心 清き 農民 が 奇 歩 し 、 実 り 豊 か な る 大 地 が 広がり 、 午 有 
よ ぐ 肥え た る 、 恵 多 ぎ 美しき 我 が ソ ー サ リア の 革 々 。 し 
か し それ は みな 、 こ の 秋 厄 に 妊 劉 され 、 灰 と 瓦 歴 山 と 化 
し た 。 加 えて 、 獲 猛 悪 栖 な る 下 等 生物 の 群 が 民 を 細 /〕、 

国 は 荒廃 する ば か り て ある 。 す べ て は 、 を その 名 を 口 に す 
る だ け て 大 地 も 震え る 。 那 悪 な る 綴 悪 の 魔法 使 /)、 モ ン 
デイ ィ ン の 仕業 て ある 。 和 さか 絶え ぬ 各 地 の 領主 は 、 今 
で は 各々 の 領地 に 退 ぎ 、 女 の 滅亡 を 望む まで に 退廃 し た 。 
その 機 に 乗じ て モン デイ ン は 、 呪 /J に 一 層 の 悪意 を 募ら 


クコ NN バ 
せ 、 正 に 飲 え た 獲 猛 な 舎 物 也 獣 の 群 を この 地 に 差し 向け 
た 。 無力 な 民 は 、 ま さ に 大 鎌 に 刈り 取ら れる 穀物 の ご と 
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ぐ 、 次 々 と その 角 食 と な つて りつ た の で ある 。 こ れ ら 地 
の 旗 か ら 出 し 僅 物 ども は 、 己 の 野望 の た め 腐 敗 し きっ た 
領主 た ちの 北 を 除 ぐ 、 見 渡す 限り の 土地 を 支配 下 に 治め 
と し まつ た 。 旅 人 が 安心 し 歩け る 道人 心 落着 ぐ 宿 屋 が 
栄え た か つて の 平和 な 国 は 、 も は 世 虚 栄 心 の 塊 と な り し 
貧 主 の 城 の 中 に の み 、 僅 か に 残る に すぎ な /J。 だ が そ ご 
で は 、 賃 主 の わが まま が まかり 作り 、 旅 人 に 無理 難題 を 
押し 付け る こと 、 し ば し ば ご ある 。 

か か る 中 に あり て た を だ ひと り 、 若 ぎ き ロー ド ・ ブ プリ ディ 
ッ シ ユ は 、 ソ ー サ リア の 平和 と 統一 の 信金 を 忘れ ぬ め 叙 主 
で ある 。 役 の 城 和 町 の 民 は 、 ご の 国 の た め に だ 戦わ ん と 立 
ち 上 が る 心 清 ら か な る 人 に 血 力 を 借 し ます 、 必 要 な 物資 
を 寄 ん で 提供 する ご あろ う 。 

お お 、 気 高き 者 よ 、 破 局 に 見 舞 わ れ し 我 が 国 へ 駆け 出 
と 、 我 等 を 救 /) た まえ 。 我 等 、 液 に 請う 。 流 の 救 ) な か 
り せ ば ば この 可 意 に 満ち た 妖術 使 /) の 止め の 猛 撃 を 待つ 
まで も な ぐ 、 我 等 は 滅び 去る ご あろ う 。 忌 まわ し き モ ン 
デイ ン 討 伐 に 、 液 、 名 乗り 出 ら れ よ 『 
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》 ー サ リア の 大 地 に は 、 気 候 風 士 の 違 ) り こよ つて 、 
和 様 々 な 宰 族 が 生活 し て る 。 最 も 体 の 小さ リボ ビ 
ッ ト か ら 、 最 も 長身 の 人 間 ま で 、 我 が 民 に は 、 他 の 世界 
に は な /、 人 種 の 広がり が ある 。 人 憎き モ ン デ イン の 到来 
以前 は 、 我 等 は 調和 を 持つ て 共に 働き ぎ 、 真 の 友情 て 結ば 
防 て た 。 ソ ー サ リア の 主 な 住人 は 、 以 下 の 通 り で ある 。 


人 間 gzzz の ) : 人 好 の どの 種族 より も 高 J 知 性 を 授かり 、 
ソー サリ ア の 社会 を 支え る 福 と な つて る 。 あ ら ゆ る 竹 
類 の 仕事 を 好み 、 体 は 頑強 で 、 精 神力 も 程々 に 強 / り と 言 
えよ う 。 


エル ンプ で の : 人 間 と よ ぐ 似 て 有る が 、 手 の 幅 う つ 分 ほ 
ど 背 が 低 / リ 。 ソ ー サ リア の エル フ は 、 細 身 で 動き が 素早 
妃 。 生 まれ つき 器用 な 彼 等 の 中 か ら は 、 優 秀 な 楽 家 が 
多く 育ち 、 多 導 な 盗賊 に な る 者 も 少な ぐ な /J。 深 森 の 
中 選 町 の 路地 裏 に 好 ん て 生活 する エル プ は 、 仲 間 に す れ 
だ 信頼 厚く 、 茂 に まわ せ ば 手 強 J 家 手 と な ろう 。 
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ド ワ ー ブ (ozzz : 山 の 民 て あり 、 炭 夫 と し て の 腕 
は 伝説 に も 詩 わ れ て /) る 程 あ る 。 身長 は 人 間 の 半分 竹 
し か な /J が 、 一 般 に 体重 は 細身 の エル フ を し の ぐ 。 勇敢 
さ に お て は 彼 等 に 勝る 者 は な ぐ 、 生 まれ 持つ た 体力 は 
驚 倫 に 値する 。 液 が も し 絶え る ご と の な の リ 金 の 泉 を 持ち 、 
し か も その 金 を 酒場 て 湯水 の こと ぐ ば ら 撤 ぐ ぼ ど 気 前 が 
よ /) な ら と も か ぐ 、 ソ ー サ リア の ドワーフ か ら の 飲み 比 
べ の 挑 発 に は 決し て 乗ら ぬこ と だ 。 


ポレ ピッ ツ ト (gz の : 小袖 で 穏やか な 種 大 て ある ソー サザ 
リア の ボ ビ ッ ト は な は 、 遼 / 士 地 か ら 渡っ つて きた と され て 7 


る 。 役 等 は 、 山 編 の 草原 静か な 森 の 中 の 空き 地 を 好 ん 
生活 する 。 ド ワー プ よ り も さら に 体 が 小さ /J た め 、 肉 
体 を 酷使 する 労働 は 好ま すず 、 も っ ぱら 学 賠 也 辰 想 に 慰 け 
る ご こと が 多 /J。 も と より 体力 は な /J が 、 深 / カ 学識 と 知恵 
を 備え て /J る 。 
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ー サ リア の 民 に よっ つて 培 わ れれ て ぎ た 職 業 は 数 多 ぐ 
あれ ど 、 冒険 家 を 志す 者 が 選択 すべ ぎ き 騰 業 は 、 次 
に 揚げ る 4 種類 て ある 。 


戦士 @gzey : 戦士 養成 の た め の 茜 酷 な 訓練 は 、 冒 際 家 
を より 強 ぐ より 鍼 捧 に 育 と 上 げ る 。 ま た 、 訓 練 を 終え る 
ま て に 薔 積 され た 知識 に よっ つて 、 あ ら ゆ る 種類 の 武器 を 
探る こと が て ぎる よう に な る 。 


僧 介 (cz : 内 准 的 性 放 を 持つ 者 に 向く 職 業 て ある 。 
修業 に は 宜 当 の 忍 奇 を 要する が 、 結 果 と し て 、 豊 富 な 知 
議 を 得る こと が て きる 。 平静 と 集中 が 僧 介 に と っ て 非常 
に 大 切 て と ある た め 、 と っ さ に 呪文 を 唱え な けれ ば な ら な 
人 り よう な 場合 は 、 望 む 結 果 を 得 られ な /J こ と が 多 和 。 


魔法 便 /(zz…… こ の 国 て 魔法 使 /)) こ な らん と 人 銘 
すれ ば 、 古 代 の 書物 を 熟読 し 、 無 数 の 短 物 を ひも と か な 
けれ ば な ら な 。 そ れ は 、 長 ぐ 厳 し /) 修 行 と な ろう 。 麻 
法 を 自在 に 操る よう に な る こと は 、 容 易 な こと と て は な 
が 、 そ の 苦行 は 己 の 知力 を 極限 に まで 研ぎ すま し て と ぐれ 
る 。 永 年 に わた る 銀 練 は 、 溢 に 偉大 な る 収 季 を も た らし 、 
決し て 無駄 に な る こと は な /J) は すず て あ る 。 ち な み に 、 強 
力 な 魔法 に 必要 と され る 秘薬 等 は 、 魔 法 使 ) に の み 購 買 
が 許さ れれ て る 。 
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盗賊 2 の : 社会 の 秩序 か ら 言っ て 、 盗 賊 は 決し て 尊 
届 に 値する 職業 て は な が 、 冒 附 に は 大 変 に 好都合 な 職 
業 て ある 。 冒険 発 見 する 室 の 多 ぐ に な は 、 巧 妙 な 戻 が 仕 
掛け られ て る 。 そ れ を 外す に は 、 素 早 /) 指 と 器用 な 手 
が 必要 ご ある 。 そ ご こ て 、 盗 み と 解 鍵 ぐ は 右 に 出る 者 が な 
( り 、 類 稀 な る 器用 さ を 授 か つた 盗賊 の 出番 と な る の だ 。 


\ /ー サ リア に は 、 各 地方 を 治め る 人 祝 主 の 城 や 、 旅 人 
に 雑貨 也 食 料 を 提供 する 町 が 点 在 し と る 。 町 
城 の 出入 り は 自由 ある が 、 そ こ ぞ 徐 盗 等 の 愚行 を 働く 
者 は 、 無 蔵 の 力 て 社会 牧 序 を 擁護 する 衛兵 こよ つて 、 直 
ち た に 退 捕 され れる ご あろ う 。 
城 は 、 領 主 、 つ まり その 土 
地 土 地 を 統治 する 王 の 住 ) ど 
ある 。 ぞ それら 作 主 を 尋ね る が 
良 J。 彼 等 は 冒 腐 家 に 協力 す 
る に 有り 奈 る 財 を 持つ と る 。 
城 は 一 般 に 石造 り て 、 そ の 内 | に 


に は 、 商 人 、 宮 廷 人 、 秘 兵 、 
道化師 な ど が 住ん で) る 。 道 化 師 は お どけ て 見 える が 、 
人 を 騙す か ら 十 分 に 気 を 付け よ 。 


PP 


4 (62) (= (6) ) (65 (= ン 


る) 


ーー ーー 


8 ーー 
ググ 
ンク 
ンク 剛 


ンタ 


| 
| 
| 
| 
| 
| 
| 
| 


SN ) 


写本 人 磨 級 な 、 ソ ー ザ リア 経済 の ご ある 。 和 食品 か 
ら 地 方 待 産 の 手工 芸 品 ま て 、 あ ら ゆ る 種類 の 商品 
が 、 町 や 城 の 商店 こと 手 に 入る 。 金 さえ あれ ば 、 冒 際 に 
必要 な 食料 か ら 秘 伝 の 武器 まで 、 す べ て 手 に 入れ る こと 
が 可能 ご ある 。 ご ぐ 一 般 的 な 商店 街 に は 、 次 の よう な 店 
が 軒 を 連ね る 。| 、 


防具 店 .…… 衣 身 用 服 偽 の 仕立 て 師 が 、 液 の 来店 を 待つ 
て 如 る 。 そ の 土地 一 番 の 職人 が 、 度 革 選 金属 を 用 (て 、 

素早 ぐ 冒 険 用 の 防護 服 を あつ ら え て ぐれ る 。 値段 は 、 防 
御 力 に よっ て 異な る 。 


ソー サリ ア の 金属 加工 職人 に か な う 腕 を 持 
つ 者 は な /J。 鉄 て 補強 を 加え 、 素 社 な 彫刻 を 施し た 梶 棒 
か ら 、 美 し / リ 装飾 を ちり ば め た 鋼鉄 の 大 力 ま で 、 我 が 国 
の 武器 店 で 日 に する 武器 は 、 ま さ に 芸術 品 と 言え よう 。 
武器 と 言え ば 、 そ の 存在 すら も 定か な) この 地 の 果 て 
に 、 そ こ で し か 手 に 入れ る こと が で きぬ 武器 が ある と の 
噂 が ある 。 


(人 (6) 65 (| (= (5 (6 (GE 
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この 国 ど は 徒歩 て 旅 する の が 最も 一 般 的 て 

ある が 、 短 旅 な ら よ く 速 く 、 ま た 、 長 旅 な ら 到達 不可 

能 と 思わ れ て た 所 へ の 渡 行 も 可能 た らし め る 手段 が あ 

る 。 そ れ は 、 馬 と 船 だ 。 し か し 、 こ の 他 に も 、 非 常に 珍 

し のり 交通 手段 が ある と も 言わ れる 。 
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魔法 …… 一 度 は 忘れ 去ら れ た 学 岡 だ が 、 モ ン デ イン の 
到来 を 機 に 見 直さ れ 、 再 び 研究 が 盛ん に な っ た 。 魔法 は 
戦 /) に は 欠か せ ぬ 術 で ある と 信じ る 者 は 多 /J。 魔 法 の 修 
行者 に 必要 な 道具 を 扱う 魔法 黄 が 、 各 地 に 店 を 出し て /J 
る 。 
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食料 品 店 .……- 殺 も 口 に せ ず 生き られ る 者 は な 。 ソ ー 
サリ ア の 食料 品 店 は 、 新 鮮 な 農作物 や 肉 を 土地 の 住人 に 
提供 す る の み ご な ぐ 、 上 厳し 環境 下 て も 、 そ の まま て 数 
週間 も つ 食料 を 、 冒 険 家 の た め に 用 意 し て る 。 


酒場 -…… 我 が 国 の 民 は 、 強 J 酒 と 岩 か な 酒宴 に 日 が 
な /。 た が の 町 ご は 、 酒場 が 土地 の 住人 の 贅 の 場 と 
な っ て る 。 そ こ て と は 大 ジ ヨ ッ キ 入 り の トリ ン シ ッ ク 産 
の 竣 /) ビ ー ル 大瓶 入 り の ジェ ロー ノム 産 医 密 酒 な ど を 、 
実に 安 ぐ 飲 むこ と が どき る 。。 酒 場 に 集う 者 た ち は み な 気 
さ ぐ て 、 特 に バー テン は 知恵 者 と ある 。 噂 話 と も な る と 、 
バー テン の 口 か ら は 、 泉 の よう に 話 が 溢れ 出す 。 
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ー ア の 大 卒 の 歴 喝 は 古 ぐ 、 ご の 地上 ご 、 奇 妙 な 公 物 が 
て 排 科 し /J た 時 期 も あれ ば 、) ぐ つも の 文明 が 
えて は 滅び て /J つ た を 。 ソ ー サ リア の 地下 に は 、 無数 の 地 
ド 迷 路 が 発見 され と る 。 こ れ は 、 未 知 の 生命 と 言語 に 
絶する カ に よっ て 構築 され た も の だ 。 こ の 地下 迷路 は 現 
在 、 モ ン デ イン が 我が国 に 差し 向け た 恐ろし 侍 物 ども 
の 旧 窟 と な つて /J る 。 実に 、 そ の 地獄 の 穴 の 底 に は 、 ど 
の よう な 猛者 も 蒼白 と な り 体 を 震わせ る 公 物 が 奏 /) て /) 
る と りう 。 

し か し 、 そ こ は ま た 、 モ ン デ ィ ン の 手下 ども が 星 礁 し 
た 金品 の 隠し 場所 て も ある 。 勇敢 な 冒険 家 な ら 、 注 意 深 
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ぐ ダ ンジ ョ ン に 侵入 し て 財 を な すこ と も 可能 ご あろ う 。 
そこ ぞ 我 が 恵 告 を 聞け 。 地 下 へ 潜る と き は 細心 の 注意 を 
払え 。 ダ ンジ ョ ン に は 、 己 の 力 を 過信 し た 冒険 家 の 凡 が 
野 回 と 続 /)/J る こと を 忘れ る な 。 


星 界 旅 行 

ン デ イン を 例 さ ん と する な ら ば 、 液 は まず 天 の 果 

て に お 品 て その 勇気 を 試さ ね ば な ら な 。 モ ン デ 
イン は 、 比 類 な ぎ 残 認 さ を 誇る 星 界 の 健 物 ども と 胡 定 を 
結ん で る と 言わ れ て る 。 現在 、 そ の 伴 物 は 我 等 の 頭 
上 か ら 攻 撃 を か け 、 我 が 国 を 磁 減 せん と 機会 を 何 つ て 
る 。 そ その 脅威 を 排 除 す る た め に も 、 モ ン デ イン は ほ 是 非 と 
も 討伐 せな ね ば な ら な /(J の で て ある 。 
『 伝 説 の 起 よ り ひ と り の 戦士 が 現われ 出し と き 、 天 の 爵 
威 と 戦う 手段 も 自ずと 知 防 よう 」 と 予言 者 の 言葉 に は あ 
る 。 そ の 伝説 の 英雄 の 出現 を 予言 し た 書 は 数 多く ぐ 、 只 遊 
詩人 の 歌 の 中 に それ を 聞 ぐ こと も で きる 。 星 界 に 関す る 
最も 新 し / 発 見 は 、 ド ラー シュ 山 の 補 野 ご 見 つか っ た 不 
可 解 な 書 で あっ た 。 そ れこ ば は 、 あ る 種 の 乗り 物 の 操作 こ 
開 す る 記述 が ある と わか っ た こと に より 、 そ の 内 容 は 国 
中 に 公表 され 、 モ モンデイン を ソー サリ ア か ら 追 放せ ん と 
立ち 上 が る 者 の 役に立て よう と 試み られ た 。 内 容 は 以下 
の 通り で ある 。 
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「 天 宅 ご は 、 全 と の 船 に 、 前 進 、 後 退 ( 逆 噴射 ) 機能 を 
含め た 回 転 制 御用 装置 が 偽 つ ご とり る 。 前 方 視界 (ブロン 
トビ ュー) モー ド で は 、 船 な 左旋 回 、 右 旋回 、 上 昇 、 下 
降 が 行なえ る 。 

量 界 は 、 ア ZZ ア の グリ ッ ド に よっ と 分 けら れ た 49 の 空 
域 か ら 構成 され て る 。 全 蔵 (トッ プ ビ ピュー) モード 
は 、 自分 が /J る 区 画 全 体 を 見 渡す こと が て きる 。 "インフ 
オォ オーム" の 控 作 こよ つて 、 長 距離 授 索 (ロン グレ ンジ セ 
ン サ ザー) も ぞ 使 用 どき る 。 捜索 画面 上 の 記号 の 解読 は 、 パ 
イロ ッ ト ・ リ フ ア レ ンス ・ マ ニュ アル を 参照 の こと 。 

現在 飛行 中 の 空域 と 隣 り 合 わせ の 空域 へ は 、 ハ イ バ パー 
ジャ ヤン プ 機 能 に よっ て 就 躍 する こと が て きる 。 

星 界 基地 へ は 、 有 識 /J/) る ボ ポート で あれ ば つて も ト 
ッ キ ング 可能 で ある 。 ポ ー ト に 向かっ つて 低速 で 直進 すれ 
ば 、 ド ッ キ ング で まる 。 ド ッ キ ング は 有料 で ある 。 基地 
に だ 着 )) た ら 、 ベ ー ス コマ ンド ( 令 ) を 要求 され る の て 、 
パイ ロッ ト は 次 の 乗り 換え る 船 を 、 そ の 船 が ドッ ク さ れ 
て る 方 向 を 指す こと で 指定 する 。 

再 突入 は 、 ソ ー サ リア の 上 空 を 通過 する と 、 自 動 的 に 
行なわ れる 。 注意 : シャ トル だ けが 耐熱 構造 に な つて 
る 。 すべ て の 船 は 、 合 星 に 接触 する と 燃え 尽き て し まう 。 
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星 界 で は 、 星 界 の 人 怪物 に 栖 遇 し 、 戦 闘 と な る だ ろう 。 
ひと た び 戦 闘 が 開始 され た ら 、 そ の 空域 の 敵 を 全 減 させ 
る か 、 他 の 空域 と 脱 由 し な / カ 限り 、 ト ッ プ ビュ ユー モー ド 
に は 戻 宮 な J。 重要 : 高速 て の プロ ント ビラ ュー モー ド か 
ら ト ッ プ ビュ ユー モー ド へ の 切り 換え は 、 到 語 的 な 合 星 と 
の 接触 を 還 し か ね な /J。 燃 料 の 残 量 と シー ルド の 状態 に 
は 常に 気 を 付け る こと 。 燃 料 を 矢 つ た 船 は 永吉 に 漂 /) 続 
け 、 シ ー ル ド を 和 失っ た 船 は 、 死 を 待つ の みあ る 」 

ソー サリ アマ ご 最も 学識 の ある 学者 に よっ て 、 こ の 書 は 
我々 の 詩 葉 に 翻訳 され た 。 し か し な が ら 、 二 学 な る 賢者 
に すず ら 意 味 不明 の 言葉 が 多 ぐ 見 受け られ る 。 に も か か わ 
ら ず 、 モ ン デ イン 打倒 の 執念 を 以 て 、 ご の 書 を すべ て の 
民 に 公開 する も の で ある 。 
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司 全 に も 別 章 て 述べ た を とおり 、 ソ ー サ リア で は 、 魔 法 
訓 の 研究 は 一 時 衰退 の 極 に 達し た こと が あっ た 。 魔 
法 の カ が あま り に も 偉大 あっ た た め 、 そ れ は 民衆 を 謙 
落 さ せる と 判断 し た 領主 た ち は 、 魔 法 に 手 を 菜 め た も の 
な 流刑 に 鍋 す と の 法令 を 下 し た の だ 。 か つて な 貴重 な も 
の と し て 扱わ れ た 魔法 学 の 書 が 、 学 者 た ち に よっ て 再び 
塵 を 払わ れれ 、 魔 法 を 極め ん と する 者 の た め に 供 さ れる よ 
うに な っ た を の は 、 モ ン デ イン が この 地 を 細 つ ご か ら の ご 
と で ある 。 今 ここ に 、 ひ と つの 盾 が ある 。 と も する と 、 
非常 に 危険 な 学 間 ある 魔法 を 学ば ん と する 者 は 、 あ ら 
ゆる 知識 の 提供 を 受け る こと が て きる が 、 そ れ て 得 た カ 
は ば 、 モ ン デ イン の 邪 な 侵攻 と の 戦 /) に 使用 する ご と を 曳 
わな けれ ば な ら な / け 。 

魔法 の 才覚 に 恵まれ 、 独 自 の 術 を 発明 し 魔法 に 北 博 
を 打ち 立て る と つた 大 魔術 師 こ な らん と 欲す る 者 は 、 
今 の 世 ご は まだ 独学 で 努力 する 以外 に 道 は な /J。 そ れ ご 
も 、 魔 法 は 着実 に 進歩 し C/) る 。 こ ご こ に 、 魔 法 使 有 の 卵 
の た め の 、 呪 文 の 力 を 増幅 させ る 4 つの 道具 が ある 。 ズ 
タッ フ 、 ワ ンド 、 ア ミュ レット 、 ぞ し て トラ イア ング ル 
で あ る 。 ト ライ アン グル は 、 魔 法 の 史 と し て 武器 こも な 
る 。 強力 な 呪文 の 中 に は 、 多 ぐ の 経験 と 金 を 必要 と する 
も の も あれ ば 、 だ /) た /J) の も の は 、 ソ ー サ リア の 魔法 商 
と 手 に 入れ る こと が で きる 。 ご ここ に 、 魔 法 商 で 入手 で き 
る 呪文 を 揚げ る 。 
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刀 7z を …… 地 下 に お / り て 肉体 を 短 距 離 山 移 動 さ せる 病 。 
Czezze…… 術 者 の 前 方 に 魔力 の 壁 を 築 ぐ 術 。 
の eo か か …… 行 ぐ 手 を 阻む 魔力 の 壁 を 取り 除 ぐ 条 。 


長 Z77…… 項 に 魔力 を 投 す る 術 。 う まぐ 当て る と 、 瑞 を 倒 
すこ と が で きる 。 


ZZez の ozez…… 魔 法 の 家 を 出現 せしめ 、 ダ ンジ ヨ 
ン に お て 、 ひ と つ 下 摩 へ の 移動 を 可能 に する 術 。 


ZZZe7 の か …… 魔 法 の 補 を 出現 せしめ 、 ダ ンジ ョ ヨン に 
お て 、 ひ と つ 上 上 摩 へ の 移動 を 可能 に する 術 。 


Afzgzc AMfzssz7 を e… 英 に 対し 魔力 を 爆発 せしめ 、 敵 を 例 
す 術 。 経 験 と 壮 備 が 豊富 ご ある ば ど 、 敵 に 与え る 損害 は 
大 き / け 。 


Opez…… 諾 が 仕掛 けら れ た 指 を 安全 に 開け る 病 。 
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ど zZ)67… 苦境 に 陥 つた を と き 、 そ こ か ら 膨 出す る 系 口 を 
各自 が 信仰 する 神 か ら 授 か る 術 。 真 に 神 の 助け が 必要 な 
場合 に の み 使 用 され る べき も の て ある 。 


0zZoc を …… 罠 が 仕掛 けら れ た 宝箱 を 安全 に 開け る 術 。 
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レタ eo 科 々 な 生物 が 棲息 し ど / る 。 自然 
の 動物 も /J れ ば 、 そ うな も の も / る 。 自 然 界 
の も の では な / け 生き物 は 、 モ ン デ イン の 到来 と と も に 、 
その 数 が 急増 し た 。 こ こ に 、 あ る 研究 家 が 後 の た め に 
編 向 し た 、 主 な 生物 の 名 前 と 特徴 を 収め た 貴重 な 記録 を 
紹介 する 。 


ヒド ウン アー テ チ セ ヤー : 座 号 士 G7zzez gz の 
モン デイ ン の 手下 。 極端 に 勇気 を 欠く た め 、 森 の 本 
yes が | の 上 な ど に 身 を 隆 し な が ら 、 

語 令 を 遂行 する 。 し か し な が 

ら 、 己 の 狙 ) は 正確 て 、 多 ぐ 

い | の 旅人 は 、 そ の 鋭 ) 矢 の 出所 

すら 知る こと な ぐし て 命 を 春 

われ た 。 


バル ロン (gz の …… 皮 細 を 持つ 巨大 な 悪魔 。 モ ン デ 
イン の 手下 の 中 て は 、 最 も 恐ろし リ 家 手 と あろ う 。 突起 
の ある 鞭 を 使 /)、 強 力 な 火 の 

| 玉 の 術 を 探っ て 殺 り ぐ を 重ね 

る 。 空 を 飛 氷 地獄 の 申し チバ 
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ジ ヤ イ アン トバ パ バット : 大 明 義 (ezz zz め 
ゾー サリ ア ・ ウー 
動物 ご ある が 、 他 の 地 に 禁 息 回 
する 、 大 型 で 吸 不 任 の 親類 種 | 
な は 、 地 下 語 界 に 住み 、 そ の 妥 
り を 妨げ る 者 に 容赦 な 攻撃 | 『 
を 加え る 、 実 に 鋳 猛 な 件 客 を 
持つ 。 ジ ャ イア ント バッ ト は 
動物 の 血 液 を 吸っ て 生き て / 
る が 、 人 半 を 襲う こと も 珍し 
ぐ な 7。 


ベア ー : 態 @zz ひ …… “ 丘 態 ” は 、 長 身 の 人 間 よ り も 
さら に 上 背 が あり 、 刀 の よう に 鋭 爪 は 、 軽 /) 一 撃て も 
っ て 頑 区 な 防護 服 も 引き 裂 ) 


で し まう 。 ご の 種 は 初め 、 ド 
ラッ シュ 山 の 山 用 に 棲息 し て | 
7 た が 、 現 在 で ば 国 中 に 分 布 | 
し て る 。 大 変 に 狂 暴 な 動物 
ど 、 殺 の 前 触れ も な し に 人 周 
を 襲う ご こと が ある 。 


キャ ヤリ オン ・ ク リー バー : 死 肉 中 Cozy 
ee り …… ダ ンジ ヨン の 深部 に 棲息 し 、 動 物 の 死 肉 を 食 
| 料 と する 醍 節 足 動 物 。 舞 数 
の 足 に ば 小さ ロ 爪 が あり 、 ダ ダ 
ンジ ョ ン の 璧 天井 を 素早 く 


匠 人 回 る こと が て きる 。/J か 
記 | な る 失 邊 を 払っ て も 、 回 避 す 
| | べき 動物 て ある 。 


人 間 が ソー サリ ア に 上 陸 す る 以前 か ら 、 サ イク ロ プ ス は 
この 地 の 住人 あっ た 。 大 変 
に 好戦 的 と 、 そ の 昔 、 地 下 の 
| 全 界 に 追 り や られ た が 、/ ロ つ 
か 地上 に 戻り 人 間 を 再び 海 の 
向こう へ 追 払 骨 た 有り と 考え 
て る 。 目 に 入る 全 の 人 間 
” に 攻撃 を 仕掛 け て ぐる の て 、 
十分 に 注意 され た し 。 
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デー モン の zeze み …… 敵 問 の よう な 細 を 持ち 、 鋭 人 
爪 と 三 駐 戦 で 武 凌 し た 戦 便 の 生物 デー モン は 、 モ ン デ イ 
か sw、 | と の 衣 来 以前 に は ば ソーサリア 
ン 縮 内 | に は 存在 し て りな か っ た 。 人 

閣 の 魂 を 飲み 、 扶 癌 に 苦し む 

人 間 の 悲 喝 を 、 何 より も 好む 
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束 柱 | 罪 の な リ 旅 人 を 待ち 伏せ て は 
" | 金品 を 強奪 する ダー クナイ ト 。 
彼 等 が 、 ご の 国 を 汚し て る 

| の て ある 。 


| 
| 
| 
| 
| 
| 


ンー (= Camemhs) (= (で mmamsamsg) (rss (=) 


S 


ドラ ゴン ダー トル : 竜 重 の sgzz 7 の 

ソー サリ ア を 取り 巻 ぐ 海 に 棲息 する 、 火 を 吐 ぐ 水 性 の 健 
物 。 船 乗 の 間 て は 、 ド ラゴン 
ター トル は 台風 より も 興 ろ し 
/ り と 言わ れ て ける 。 魔法 の 盾 
より も 強力 な 甲 て 身 を 固め た 
この 公 物 を 倒す こと は 、 実 に 
困難 な こと て ある 。 


エ デ ティン : 双 頭 公 人 Gzz み …… こ の 国 の 森 を 行 ぐ 
冒険 家 は 、 ご の ふた つの 末 む 攻 つ 友 生 に 生生 5 5 時 


と し て 自分 と 同じ よう な 冒 際 
家 の 一 団 に 追 けり 付け た か の よ | 。 
うな 錯覚 を 受け る 。 な ぜ な ら 、|: 
エディ ン の ふた つの 頭 は 、/J 人 
つも 大声 て 言 合 り を し て り J | 
る か ら だ 。 し か し 、 冒険 家 を 
要 う 機会 を 得 た と 同時 に 、 決 
まっ て 会 話 は 止む 。 


(Gas (sss (==ー==5 ( ぐ =m=m ニ = (= ( (Grassー)(Ga==eeー (ーー ジー ーー 


つづ 


ジェ エラ ディ ナス キュ ー ブ : 腰 質 状 キィ ー 
プ (ezozs Cz の e) ダン ジョ ン の 授 除 屋 と も 呼ば れ 、 
食料 を 探し て ダン ジョ ン を 矢 科 し て ) る 。 そ の 体 は 、 透 
明 ど 腐敗 性 の ゼリー 状 の 物質 か ら 構成 され と る た め 
未 消化 の 氏 の か す 選 残 骸 が 体内 

Ft に あっ て 発見 され る 

こと も ある 。 雑食 件 
の 彼 等 は 、 巨 大 な 体 
内 に 取り 込ん だ あら 
| の る 物 を 消化 する 。 
| ジェ ラディ ナス キュ 
ー フ プ と の 接触 に よっ 
て 鎧 を 失 つ た 勇敢 な 
戦士 は 数 知れ な /J。 


ーー (ニー ニー (ーー で ニニ ニー テン 
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グレ ムリ ン (o の ez 放り …… ト ロー ル や や トカゲ 人 間 の 親 
類 こ に あたる グレ ムリ ン は 、 旗 な し の 食欲 を 持つ 悪戯 な 地 
生物 ある 。 警戒 心 の 薄 /] 旅 人 に そっ と 近付き 、 食 料 
を 盗み 取る の が 好き て 、 そ の 第 害 に 合 ) り ソーサリア の 地 
中 深 ぐ て 角 死 し て /J つ た 冒険 家 も 少な を ぐ な /J。 


ブー ド gze の み …… 国 中 を 退廃 さす た モン デイ ン の 影響 
に よっ て 、 健 全 な る 農民 の な か に も 心 を 歪め た 者 が る " 
彼 等 は 町 外れ に 身 を 万 し 、 道 行 て 人 々 を 襲う の で ある 。 
武器 の 使用 に は 不 償 れ だ が 、 旅 人 に と っ と て は 、 や や つか) 
な 存在 で ある 。 


イン ビジ ブル シー カー : 見 えな / け 冒 腐 者 
zzzz2/e See&e/) ゾー ザ サリ ア の 地下 培 界 の 住人 の うち 、 
最も 危険 な 家 手 は 、 イ ン ビ ジブ ル シ ー カ ー で あろ う 。 こ ご 
の 殺人 鬼 の 姿 を 見 た 者 は /J) な /J。 な ぜ な ら 、 そ の 名 が 示 
す と お り 、 彼 等 は 目 ご 見 えな /J か ら だ 。 役 等 と 遭遇 し た 
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こと は 、 答 往 者 の 体 に 突然 傷口 が 開 /) た と き に 初め て わ 
か る 。 葵 ろ し / り 祖 手 ざ は ある が 、 攻 撃 に 対し て な 意外 に 
及 弱 こ あ る 。 


ナイ ト : 騎士 zzge の …… 森 に 住む ダー クナイ ト と 
同様 、 彼 等 も また 悪 に 菜 り 告 士道 か ら 見 離さ れ た 呈 春 者 
て ある 。 非常 に 手 強 /J 牛 手 ど 
ある か ら 、 み すみ すず 商 を 捨て 
た ぐ な けれ ば 、 耶 分 に 心して 
か か ら な けれ ば な ら な の 。 


| 魔法 使 り ご ある 。 宴 れ な る か 
_| な 死霊 の 地 に 足 を か けた る 者 。 
この 死 の 魔法 使 /) は 、 己 の 領 
地 を 守ら ん が た め に 、 情 け 容 


散 な /) 攻 撃 を し か け て ぐる 。 


リザ ー ド マン : と か げ 人 間 zzzzarz め 

ン デ イン が この 地 に 大 来 し た と き 、 自 分 の 従者 と 南部 の 
加 に 棲息 する 狂 暴 な と か げ を 使っ て 、 あ る 恐ろし /) 実 験 
を 行なっ た 。 そ の 結果 生み 出さ れ た も の が 、 と か げ と 人 
商 が ひと つ に 合体 し た リザ ゲー の 
用 に 棲息 する 狂 暴 な と か げ を 
使 つ て 、 あ る 興 ろ し 実験 を 凍 
行なっ た 。 そ の 果 生み 出さ 
妨 た も の が 、 と か げ と 人 韻 が 
ひと つ に 合体 し た リザード マ |g 
ン て ある 。 強力 な 牙 を 持ち 
性 格 は 、 そ の 外側 か ら 想像 さ 一 
れる も の に 一 致す る 。 


ミミ ッ ク : 物真似 2gz-…… ミ ミッ ク に は 騙さ れ 
ぬ よ うい "注意 する ど と だ 大 期 人 計 半 7 と の 合 半 
の た め に ダン ジョ ン に 消え て 


刀 つ を た を 。 ミ ミッ ク は 、 宝 箱 に | 人 . 
変身 し 、 好 奇 心 の 強 ( 財 険 家 

が 近付く の を 思 を 飲ん て 待っ |: 
て ける 。 宝 逢 だ と 思っ て 近 付 |: 
き 蕎 を 開け よう と する と 、 突 
然 、 思 も よら ぬ 残 妨 な 攻撃 
の 答 笠 に な つと し まう 。 
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マイ 2/ ド ウイ ッ パ ー R 吸 心 政 Qrzz 形 27 め pe 
鳥 左 の 触手 の よう な 顔 を 持つ この 棟 悪 

幸也 | 還 な 伴 物 は 、 條 欲 に 人 の 心 を 食 

り 喰 う 。 マ イン ドウ ィ ッ パー 

と の 正 遇 か ら 辛 うじ て 逃げ 帰 

つた 者 は 、 み な 精神 が 錯乱 し 、 

口 も を きけ な ぐ な っ て し まっ て 

る 。 彼 等 の 心 は 、 こ の 健 物 

の 二 洒 折 記 と 先 か ら さ 8 れ て し ま ら た の か 、 


ミノ ダウ ロス の zzzz り … 前 に も 述べ を よう に モン 
ディ ン は 、 と 央 と を か け 合わ せ 長 痢 の 戦士 を 作り 出 


と 年 で 知ら れる バラ タリ ア の 確 
内 午 と 彼 の 従者 を か け 合 わせ 、 
ミノ タウ ロス を 完成 させ た 。 そ れ は 人 間 の よう に 2 本 中 
て 歩き 、 頭 に 説 /J 邊 の 角 を 生やし て 刀 る 。 


ネネ クロ マン ザー 妖術 師 (〈zczzzzzce り 
ネクロ マン サー は 、 死 に 関す る 呪文 の み を 専門 に 学ん だ 


魔法 使 ) ご ある 。 ご この よう に 、 死 を 専攻 する 修業 者 は 、 
ジ ヤ ッ カル が 草原 の 死 肉 に 群がる よう に 、 自 然 に モン デ 
イン の 邪心 の も と に 身 を 寄せ る の で ある 。 


ネネ スク リー チャ ヤー : ネス の 公 獣 es oez- 

we の …… ソ ー サ リア を 取り 巻 ぐ 海 は 、 様 々 な 生物 が 棲 
息 し と る 。 ネ ス の 佑 獣 も | 
の な か の ひと つ 。 長 り 同 、 こ | 三 一 
の 巨大 な 中 類 の 存在 は 、 船 | 
員 の 過労 が 生み 出し た 幻覚 こ 
ある と 信じ られ て た が 、 平 


穏 な 航海 中 に 艦隊 の 仲間 が 見 | 
守る 中 、 戦 艦 * ベ ン ブ フロー ク " 
が 沈め られ た こと に よっ て 、 そ の 存在 が 確認 され た 。 


オー ク グ (ozo…… 小 寅 て 豚 に 似 た 顔 を 持つ 。 モン デイ ン 
の 衝 兵 的 存在 だ が 、 自 然 の 動物 て と ある 。 人 間 よ りや 世 劣 
り 、 野 獣 より は 幾 分 まし と | 


た め 、 人 間 の 手 に よる も の す | 
べ て を 破 境 し まぐ る 。 た だ し 、 ト 更 
人 間 の 肉 は 喜ん で 食す と 言わ 間 
れ て る 。 


パイ レー ツ : 海賊 zzzz り …… バ 沿岸 海 域 に 暗躍 す 
る 海賊 は 、 善 良 な 船 乗 に と つて は 天災 に 等 し /。 海 賊 は 
海路 を ぐま な ぐ 授 索 し 、 非 武装 の 商船 を 発見 する 世 信 底 
的 な 貼 礁 を 犯し 、 と き に は 若 有 船員 を さら /、 強 制 的 に 
路 春 を 荷担 さけ せる こと も ある 。 ひ と た び 狙 われ た な ら 、 
海賊 は 手 を 緩め る こと な ぐ 、 最 後 ま て 攻撃 を 続け る 。 後 
に は 生存 者 は お ろか 、 何 ひと つ 残 る こと は な / ロ 。 


レン ジ ヤ ー(<zzge ひ ……: 嘆 か わし や 、 森 の 管理 人 、 木 
の 守護 考 、 レ ンジ ャ ー ま で が モン ディ ン の 嗜 黒 の 支配 の 
中 に 有 褒 れ ら れ て しま っ つた 。 役 等 は 類 痛 な る 開拓 精神 を 持 
ち 、 ソ ー サ リア の 和 士 道 精神 を 長 ぐ 受 け 継 どき た 。 し 
か し な が ら 、 モ ン デ イン の 影響 に より 、 多 ぐ の レン ジ ヤ 
ー は 伝統 の 道 に 育 ぎ 、 略 秦 者 へ と 自ら を 転落 さす しめ た の 
で ある 。 彼 等 は 一 度 狙 つた 獲物 の 追跡 を 決し と あき ぎら め 
な た め 、 尾 げ ら れ た 者 は 、 向 ぎ 直 っ て 立ち 向かう 以外 
に 道 は な 7 と 思え 。 
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ジャ イア ント ラッ ト : 大 展 czz cz の … ソ ー 
サリ ア の 地下 に 広がる 迷路 に は 、 モ ン デ イン の 魔術 に よ 
っ て 生み 出さ れ 、 そ の 配下 が 「*: ーーー 

残し と りつ た 節 筆者 の 亡骸 を | \ 

餌 に 成長 し た 巨大 げっ 歯 類 が | 

繁殖 し と る 。 ソ ー サ リア ・| 

ジャ イア ント ラッ ト は 手 暴 な | 
肉食 貞 で あり 、 航 り 難 け 相手 | 


ュ = ュー ーー 


で ある 。 


スケ ルト ン : 航 骨 Gezzzz り …… ネ クロ マン サー と 
リッ チ の 子 孫 。 肉 が そげ 落ち た 戦士 の 死体 に 、 生 気 が 宿 
つた も の て ある 。 彼 等 は 、 喧 
果 の 主人 モン デイ ン の 語 令 に 肛 
従 )、 戦 続け る 。 


ジャ ヤ イ アン トス パイ ダー : 大 胸 昧 zz 
zzz り ……: ほとんど 交 佑 を 感じ 感 /] 勇 敢 な 冒険 家 の 、 希 
少な 事 佑 体験 の な か で も 、 ダ ンジ ョ ン 内 て の 牙 か ら 款 液 


SS (Gareecaasg5、 (GE (Gaphos)) (5sagas) (Gas (| ) Cmsansai=5ssi (=.O) (ーー ーー アン 


ング 2) 


| 満 ら せ た ジャ イア ント スパ イ 

・ | ター と の 適 遇 は 一 際 悪 ろ し 

| も の て ある 。 動 き は 級 兵 て 

ン 獲物 の 探索 は 実に 執 換 と ある 。 
この 生物 と の 戦 /J で は 、 隊 を 
| 生 え はり け な /。 神 経 毒 の 
針 体 の 自由 を 礁 われ 、 生 き 
な が ら に し て 体 に 卵 を 産み つ 
げ けら れ て し まう の だ 。 


ジャ イア ント スク イド : 大 全農 zzz 


Gzzz り ジム 2 ) 
つも 大 烏賊 ラー ケン の 伝説 | っ 
が 路 か れ て る 。 そ の 供物 は 、 

海 の 深 みか ら 突 然 現われ ご て 、 
長 /) 触 手 に 船 を 巻き 巡 ん ご は 
乗組 員 も ろ と も 深海 の 地獄 へ 
中 ぎ ず り 込む と りう 。 す べ て 
は 、 心 臓 が 5 回 哉 動 す る か し 
な (か の 周 の 出来 事 ご ある 。 
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タン グラ ラー : 食 人 袖 物 (⑦zzgz り …… 邪 な 性 質 を 
仙 え た つる 人 性 の 税 木 び 、 ダ ンジ ヨン に 根 を 張り 、 な うち 


人 が 近付く の を 待ち 伏せ て | 
る 。 獲物 が つる に 知 むと 、 そ | 」 
妨 が お と な し ぐ な る まで 、 し | 
つか り と 締め 上 げ 、 後 で の ゆっ 

ぐり 、 死 体 を 食 る の ご ある 。 


シー プ : 盗賊 の …… モ ン デ イン 愛 来 の ずっ と 以 
前 か ら 、 彼 等 は ソー サリ ア の 人 内 を 仙 ま せ 続け と きた 。 
殺 地 吉 に 、 本 の 際 に 、 ダン ジ ド | 
ヨン に 、 ト よう 

々 を 待ち 伏せ 、 金 品 人 命 ま | = 


ー サ リア の 社会 に 大 きぐ 貢献 
する ご と て あろ う 。 


I 
A 
ヾ 


ーッ 


トレ ント : 公 本 zzz の …… ソー サリ ア の 森 に 本 息 
し 、 そ の 刀 に は まる ま て 、 他 の 倍 木 と 見 分 けが つか な 。 
トレ ント は 、 自 分 の 枝 に 絡ま 
つた 獲物 は 、 枝 の 手 て 揚 り 殺 | 3 
し て か ら 食 /J つ ぐす 。 次 の 導 
物 に 警戒 心 を 起こ させ る よう | 
な 跡 は 、 一 切 残さ な 。 


バイ バー : 毒蛇 (zz り …… 文明 が 開花 する 以前 は 、 

この 地 に は 大 蛇 の 艇 が 御 し と /)。 無害 な 小江 種 か 

ら 大 型 種 ま て 、 人 間 は 、 蛇 に 

J/) し れ ぬ め 恐れ を 抱 /) て た 。 

| それ が 毒 巡 と も な る と 、 苺 

感 は 現実 條 を 帯び る 。 素 巡 は 

不用 意 に 近付く すべ て の 者 に 

本 対し て 、 激 し ぐ 絶 え 間 な リ 攻 

軸 を 加え る 。 で の 導 牙 に か か る と 、 すみ や か な 、 し か し 
苦痛 に 満ち た 死 を 拉 る こと に な る 。 


ワン ダリ ング アイ ズ : 初 筆 え る 目 zzz 
gg ge り …… 暗 ダン ジョ ン の 石室 の 中 で 、 無数 の 且 に 脱 
まれ 、 肝 を 冷や し た 崩 腐 家 は 少な を ぐ な /J。 あ まり 長 / 時 間 
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] 目 を 合わ せ て は けけ な りり 。 ワ 
:| ンダ リン クア イズ ば 催眠 術 を 
探り 、 ど ん な に 頑強 な 精神 の 
持ち 主 あ れ 、 そ の 魔法 攻撃 
の 前 か ら 逃 げ ら れ な ぐし て し 


ウォ ー ロ ッ ク : 魔法 使 /JoPzzzz め 

約 て 基 法 を 身 に 着け た 、 モン デイ ン の 配下 。 モ ン デ イン 
履 swwmmWm」 か ら 稲妻 を 起こ す 術 を 授かり 、 
人 々 に 破 填 と 破滅 を も た ら さ 
ん と この 地 に 送り 込ま れ た 。 
ー | 魔法 の 悪用 を 晒 上 す る た め に 
ク | も 、 ウ ォ ー ロ ッ ク の 握 滅 が 望 
昌 | まれ る 。 


レイ ス : 亡 寺 OPzzz の …… モ ン デ イン の 呪文 に より 
地獄 の 旗 か ら 召 喚 さ れ た 僧 の 未 浄 霊 。 現世 を 入 衝 っ は 、 
記 呈 計 調 | 人 々 を 悪 の 宗門 に "改心 ” さ 
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ゾー ン の ez め ゾー ン に つて 幾ら か でも 知識 を 有 
する 者 は 少な / け 。 理屈 で は 到底 理 解 ご き な / カ 生物 ご あり 、 
自然 の 法則 に も 逆 ら つ た 存在 で ある 。 あ ら ゆ る 物 を 通り 
抜け る こと が ご き 、 あ ら ゆ る も の を 喰う 。 戦 /J ど 発揮 す 
る カカ は 、 体 の 大 ぎ さ か ら 想 僚 ご きる 程度 を は る か に 上 困 
RTー Ti 表 る 。 戦 ) に 敗れ 絶命 
3 | する 必 、 そ の 肉体 は 
共 発 し た か の よう に 
消滅 し こし まう た め 
謗 し ぐ く ゾ ソーン の 体 を 
研究 し た 者 は な / け 。 
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万 の か の ZZ775 の 。 22 の を 7 の /Z を eg 7 の 7 め Zz を 7 の 2 72772727Zg 
67s の 5 / の 7.7 の ez が e 記 の 7 ZZ C7 が ZZ と 7 の Zs 7 の 27 だ, 


Secz/ あみ を goes の ん 7 の 2 の oye 2 の の の s の eZ 7Z カ ア 


7 の ZS の 7 の の 7967Z ガ 7 が 27726" の の ZS 2 の 。 76 か 9Z の Z。 


zz 戸 2/7e Zs 7eZ グ 76e7Z が た Z カ の 76Z72 が ケー 
々 ge の た 、 CZ. 57Zeoe fezse: の z//Zs $ ヵ eZ7, 
2 の ァ ヶ 、2fZ7es Z ル の 學 Zc2Z7 の など Z777 の 77 / の 7 7 の 67 か 
67777Z77 カテ の 7 が ZZ グ 277 ど 


2//27 が 。 


の zze 用 /2e77 7/27 7 の e の 7 み Z7 が Z カ ZZ67Z677 Z カ の 
6722Ze777 072 が y の ezeZ7: 


の ezZs 。 oz の eZ 7 の か の 6 ZZZ 放 ce7 2 が の が 5 
77 の ZZ 7 が s 2266 Z カ グチ の の 77 0gz/z7z2z / の か の ey 
の が ZZ の ZZ 7 の ZC 2 の の eZ 7 の 7 を 。 


4 カ の 7 の Z/7 7 の 2se カ e7S の が 5// の ん の 7 の が zz の が な .@Z776: 
7 exZeZ の の ZZ チ 7 766Zg, 


こつ ング 
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